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Fe3Si/FeSi2/Fe3Si 人工格子は、純スピン流が得られる素子として注目されている。本研究では、

磁化曲線と偏光中性子反射率を用いて、[Fe3Si/FeSi2]20 超格子の磁気構造の温度依存性を調べた。

本研究では、横方向に反強磁性を持つノンコリニア構造を見出した。非磁性半導体層 FeSi2を介し

て磁性層 Fe3Siが交互に同じ角度で回転している磁気構造である。温度の上昇とともに反強磁性構

造に対応するブラッグピークは連続的に減衰していき、240K近傍で消失する。講演ではこの磁気

構造について説明する。 

また偏極中性子反射率のための弱磁場試料環境をコミッショニングしている。この装置につい

ても紹介したい。 


